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市
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

連
携
す
る
「
H
P
検
索
」
「「
H
P
H
P
検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」

検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」

の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す

の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す

まめメール

災害時の緊急情報や市の情報を
電子メールで配信。登録が必要

防災行政無線の
放送内容の確認

☎ 0120-282-283（通話料無料）
で放送内容を確認できます

パソコン•
スマホ等で

電話で

ガラケー用

エックス（旧ツイッター）
フェイスブック

市報などを
電子書籍で

災害時の緊急情報はエックス（旧ツイッター）
イベント情報はフェイスブック

自動翻訳し 10 言語で配信
自動音声読み上げにも対応

まめバス乗降客数600万人達成まめバス乗降客数600万人達成

　まめバスは、平成16年1月の運行開始からの累計乗降客数が令和6年3月31日で、600万人を
超えました。600万人達成を記念して、市では、市役所（5月25日土9時～正午）と関宿支所（5月
26日日10時～正午）で、まめバス回数券を現金で購入していただいた方を対象に、記念品をプレ
ゼントします。

【記念品】まめバスオリジナル切手シート（63円・84円切手各１枚で１シート・図柄は４種類）
　　　  まめバスオリジナルマグネットシート（13センチメートル×13センチメートル・1枚）

【配布数】市役所は各200部、関宿支所は各100部
【配布方法】まめバス回数券（50円券22枚つづり1,000円）1冊購入につき、記念品を１つ配布（購入は１人２
冊までで、記念品の組み合わせは自由）。配布日以前の回数券購入は対象外

【問合せ】企画調整課☎�7123-1065
【ＨＰ検索】1040975

～回数券購入で記念品をプレゼント～～回数券購入で記念品をプレゼント～

記念品は、
切手シートと
マグネットシートの
２種類があります。
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❷

　
野
田
市
は
、
令
和
5
年
4
月
に
健

康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都
市
を
宣
言
し
ま

し
た
。
市
で
は
、
宣
言
名
を
冠
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
順
次
、
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

◆
絵
画
鑑
賞
ま
ち
歩
き　
５
月
29
日

水
13
時
郷
土
博
物
館
集
合
。
16
時
解

散
予
定
。
櫻
田
精
一
作
品
を
中
心
に

野
田
の
町
を
彩
る
絵
画
を
巡
る
。
先

着
15
人
。
800
円
。
申
込
み
は
５
月
5

日
日
か
ら
郷
土
博
物
館
☎
�
７
１
２

４
︲
６
８
５
１
へ

◆
健
康
は
す
べ
て
の
人
の
願
い

「
健
康
講
演
会
」　
６
月
15
日
土
13
時

30
分
～
15
時
興
風
会
館
で
。
久
保
田

芳
郎
氏（
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
総
合
病
院

前
院
長
）が「
健
康
管
理
の
極
意
」を

わ
か
り
や
す
く
語
る
。
当
日
13
時
か

ら
会
場
で
受
付
。
入
場
無
料
。
問
早

稲
田
大
学
校
友
会
野
田
稲
門
会（
高

㟢
）☎
�
７
１
２
２
︲
６
７
０
８

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
７
３
８
３

健康スポーツ文化都市宣言健康スポーツ文化都市宣言
記念事業記念事業

野
田
市
長
選
挙
は

６
月
23
日
で
す

　
６
月
23
日
日
は
、
任
期
満
了
に
伴

う
野
田
市
長
選
挙
で
す
。

　
選
挙
は
、
私
た
ち
が
よ
り
よ
い
暮

ら
し
を
願
っ
て
、
私
た
ち
の
代
わ
り

に
そ
の
思
い
を
実
現
し
て
く
れ
る
政

治
家
を
選
ぶ
、
最
も
基
本
的
な
政
治

参
加
の
手
段
で
す
。

　
明
る
い
未
来
を
築
く
た
め
に
、
民

主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
選
挙
に
は
必

ず
参
加
し
て
、
皆
さ
ん
の
意
思
を
野

田
市
の
市
政
に
し
っ
か
り
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
に
保
障
さ
れ
て
い
る
大
切

な
権
利
で
あ
る
投
票
を
無
駄
に
す
る

～
未
来
へ
の
想
い
を
込
め
た
そ
の
一
票
～

投票日 投票率
（パーセント）

平成 20年 6月 22日 40.26

平成 24年 6月 24日 34.75

平成 28年 6月 12日 40.03

令和２年６月 28日 無投票

■野田市長選挙の投票率一覧

こ
と
な
く
必
ず
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

【
投
票
日
】
６
月
23
日
日

江
川
地
区
の
コ
ウ
ノ
ト
リ

ル
ー
ル
を
守
っ
て
観
察
を

　

市
で
は
、
生
物
多
様
性
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で

あ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飼
育
や
繁
殖
、
野

生
復
帰
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

江
川
地
区
に
は
、
長
期
滞
在
し
て

い
る
ヤ
マ
ト
（
平
成
29
年
に
野
田
市

で
誕
生
し
た
オ
ス
）
が
2
月
下
旬
か

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
�

ら
ひ
な
た
（
令
和
4
年
に
渡
良
瀬
遊

水
地
で
誕
生
し
た
メ
ス
）
と
ペ
ア
で
営

巣
を
行
っ
て
お
り
、
監
視
カ
メ
ラ
と
現

地
確
認
に
よ
り
交
代
で
卵
を
温
め
る

よ
う
な
行
動
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
察
の
際
は
、
150
メ
ー
ト
ル
以
内

に
近
づ
か
ず
、
指
定
場
所
か
ら
見
守

る
こ
と
や
指
定
場
所
以
外
で
三
脚
や

椅
子
を
使
用
せ
ず
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を

使
用
し
な
い
で
写
真
撮
影
す
る
こ
と

な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課
自
然
保
護
係
☎
�
７
１
９
９

‐
８
１
４
７

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
６
５
８
１

【
問
合
せ
】
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
☎
�
７
１
２
３
︲
１
５
８
０

【
Ｈ
Ｐ
番
号
】
１
０
３
７
５
３
８

江川地区で営巣中江川地区で営巣中

必ず投票してください
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❸

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
ろ
う
⑭

　
台
風
に
よ
る
洪
水
や
浸
水
な
ど
の

万
一
の
災
害
に
適
切
に
行
動
で
き
る

よ
う
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
防

災
行
動
計
画
）を
作
成
し
て
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
か
ら
、
自
宅
や
勤
務
先
な

ど
の
災
害
に
関
す
る
リ
ス
ク
を
確
認

し
、
避
難
場
所
を
決
め
ま
す
。

　
自
宅
な
ど
が
浸
水
す
る
場
所
な
ら

市
外
を
含
め
た
浸
水
し
な
い
安
全
な

場
所
を
避
難
場
所
と
し
、
浸
水
し
な

い
場
所
な
ら
在
宅
避
難
で
す
。

　
そ
し
て
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
防

災
行
動
を
す
る
の
か
家
族
で
決
め
て
、

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
書
き
込
み
、

共
有
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
出
張
講
座

　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
の
出

張
講
座
を
自
治
会
や
地
域
の
サ
ー
ク

ル
な
ど
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
気
象
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
、
防
災
士
に
よ
る

講
話
な
ど
を
皆
さ
ま
の
心
配
事
に
合

わ
せ
た
内
容
で
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】防
災
安
全
課
☎
�
７
１
３

６
︲
１
７
７
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
９
２
３
８

　
人
生
会
議（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）と
は
、
自
分
が
も

し
も
の
時
に
、
望
む
医
療
や
ケ
ア
、

価
値
観
な
ど
事
前
に
考
え
て
、
繰
り

返
し
話
し
合
う
取
り
組
み
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
市
民
の
方
に

在
宅
医
療
・
介
護
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
こ
う
と
、
中
泉
聡
志
氏（
野

【
申
込
み
・
問
合
せ
】５
月
10
日
金
か

ら
6
月
14
日
金
ま
で
に
電
話
で
高
齢

者
支
援
課
高
齢
者
な
ん
で
も
相
談
室

☎
�
７
１
９
９
‐
２
８
６
６（
平
日

８
時
30
分
～
17
時
）へ

◆
相
談
会

　
参
加
団
体
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
設
け

て
い
ま
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
参
加
団
体
】野
田
市
医
師
会
／
野
田

市
歯
科
医
師
会
／
野
田
市
薬
剤
師
会

／
野
田
市
介
護
事
業
者
協
議
会
／
野

田
市
介
護
支
援
専
門
員
協
議
会
／
高

齢
者
な
ん
で
も
相
談
室

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
０
５
９
８

市
民
講
演
会
・
相
談
会

「
人
生
会
議
は
じ
め
の
一
歩
」

田
市
医
師
会
理
事
）を
講
師
に
迎
え
、

「
人
生
会
議
は
じ
め
の
一
歩
」講
演
会

と
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
講
演
会
の
ほ
か
相

談
会
を
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

◆
市
民
講
演
会

【
日
時
】６
月
28
日
金
14
時
～
16
時

【
定
員
・
費
用
】先
着
50
人
・
無
料

令
和
６
年
度
在
宅
医
療
介
護
連
携
事
業

　
1
月
１
日
に
起
き
た
能
登
半
島

地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
の
た
め
、

何
が
で
き
る
か
を
考
え
た
結
果
、

「
野
田
の
食
を
盛
り
上
げ
る
会
」が

中
心
と
な
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
～
野
田
市
か
ら
愛
の
手
を

～
を
開
催
し
ま
す
。

　
野
田
の
食
材
、
物
産
品
な
ど
の

販
売
や
野
田
の
名
店
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
な
ど
31
団
体
が
出
店
し
、
売

上
金
の
１
割
を
義
援
金
と
し
て
野
田

市
を
通
し
て
被
災
地
へ
届
け
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
食
だ
け
で
な
く
、
野
田

よ
さ
こ
い
踊
り
協
議
会
な
ど
の
市
内

よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
や
、
沖
縄
エ
イ

サ
ー
、
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
Ｄ
Ｆ
Ｌ
な
ど

が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

【
日
時
】５
月
19
日
日
10
時
～
17
時

（
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
）

【
場
所
】市
役
所
正
面
玄
関
前
の
広
場

能
登
半
島
地
震

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

と
通
路
な
ど

【
問
合
せ
】能
登
半
島
地
震
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
・

宮
崎
☎
090
︲
４
３
９
３
︲
１
４
８
２

ス
ト
ッ
プ
！
電
話
de
詐
欺

　
お
金
に
関
す
る
話
が
出
た
ら
、
話

電
話
設
定
も
詐
欺
撃
退
に
効
果
的
で

す
。

　
市
で
は
、
自
宅
電
話
へ
の
特
殊
詐

欺
対
策
ア
ダ
プ
タ
の
設
置
の
補
助
も

行
っ
て
い
る
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

【問
合
せ
】
防
犯
係
☎
�
７
１
９
９

︲
４
９
０
８

【Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
７
６
５
３

洪水ハザードマップに添付

さ
ず
に
、

す
ぐ
に
電

話
を
切
り
、

家
族
や
警

察
に
連
絡

し
て
く
だ

さ
い
。

　
留
守
番

お金の話が出たらすぐ切りましょうお金の話が出たらすぐ切りましょう
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公
民
館
に
お
い
で
よ
子
ど
も
館
ら
ん
ど

　
市
で
は
、
子
ど
も
館
で
実
施
し
て

い
る
子
ど
も
が
楽
し
め
る
、
ク
イ
ズ

や
工
作
、
遊
び
を
各
公
民
館
で
も
開

催
し
ま
す
。

　
幼
児
の
場
合
は
保
護
者
同
伴
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
対
象
・
時
間
】
０
～
18
歳
・
13
時

～
16
時

【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館
☎
�
７
１

２
４
‐
１
５
５
８
、
の
だ
し
こ
ど
も

館 

ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｄ 

ｂ
ｙ 

ｋ

ｉ
ｋ
ｋ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
☎
�
７
１
８
９
‐

７
９
６
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
４
０
９
３
６

鈴
木
貫
太
郎
翁
の
功
績
を
紹
介

鈴　
木

貫
太
郎
記
念
館
の
出
張
展
示

を
短
縮
し
た
こ
と
か
ら
再
度
開
催
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
「
鈴
木
貫
太
郎
肖
像
」、
貫
太
郎
翁
の

両
親
の「
鈴
木
由
哲
肖
像
」、「
鈴
木
き
よ

肖
像
」の
油
彩
画
３
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】5
月
15
日
水
～
21
日

火
９
時
～
17
時（
初
日
は
正
午
か
ら
、

最
終
日
は
正
午
ま
で
）・
市
役
所
１

階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
絵
画
作
品
に
ま
つ
わ
る
ポ
イ
ン
ト

や
制
作
こ
ぼ
れ
話
な
ど
を
、
担
当
学

芸
員
が
解
説
し
ま
す
の
で
、
開
始
5

分
前
に
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
集

ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
途
中
参

加
・
途
中
退
席
も
で
き
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】５
月
18
日
土
10
時
～

11
時
、
13
時
～
14
時
の
２
回
・
市
役

所
１
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
問
合
せ
】鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
建
設

準
備
担
当
☎
�
７
１
２
５
‐
１
１
１
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
４
１
１
５
８

■開催一覧
成
人
式（
二
十
歳
の
集
い
）の
実
行
委
員
を
募
集

　
令
和
７
年
１
月
13
日
月
に
開
催
予

定
の
「
野
田
市
成
人
式
～
二は
た
ち
十
歳
の

集
い
～
」
の
企
画
や
運
営
な
ど
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
だ
く
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
平
成
16
年
４
月
２
日
か

ら
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

【
募
集
人
数
】
若
干
名

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
５
月
20
日
月

ま
で
に
生
涯
学
習
課
☎
�
７
１
２
３

‐
１
３
６
６
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
４
１
１
５
９

　
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
初
級

指
導
士
の
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】６
月
３
日
月
、
12
日
水
、

17
日
月
、
24
日
月
、
26
日
水
、
28
日

金
の
9
時
～
15
時（
全
6
回
）・
関
宿

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

【
対
象
・
定
員
】全
日
程
に
出
席
し
、

指
導
士
会
に
入
会
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
え
る
方
・
先
着
10
人

【
申
込
み
・
問
合
せ
】５
月
７
日
火
～

15
日
水
に
電
話
か
直
接
、
高
齢
者

支
援
課
☎
�
７
１
２
３
‐
１
０
９
２

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
１
２
１
０

シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
初
級
指
導
士
を
養
成

10
月
20
日
日

９
月
８
日
日

７
月
７
日
日

６
月
９
日
日

5
月
26
日
日
日
程

福
田
公
民
館

二
川
公
民
館

北
部
公
民
館

東
部
公
民
館

川
間
公
民
館
会
場

令
和
７
年
３
月
９
日
日

令
和
７
年
２
月
2
日
日

令
和
７
年
１
月
19
日
日

12
月
15
日
日

11
月
10
日
日日
程

中
央
公
民
館

南
部
梅
郷
公
民
館

関
宿
中
央
公
民
館

木
間
ケ
瀬
公
民
館

関
宿
公
民
館
会
場

健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都
市
宣
言
記
念
事
業

　

野
田
市
と
東
京
理
科
大
学
、
流

山
市
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ

き
、
片
山
昇
准
教
授（
同
大
学
創
域

理
工
学
部
）に
よ
る
市
民
講
座「
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
～
燃
料
電
池
か
ら
Ａ
Ｉ

ま
で
～
」が
、
同
大
学
野
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
15
日
土
10
時
～
正
午

【
場
所
】
同
大
学
７
号
館
６
階
講
堂

【
定
員
】
180
人
（
配
信
は
250
人
）

【
申
込
み
】
６
月
12
日
水
ま
で

に
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

◆
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
割
引
制
度

　
同
大
学
開
催
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
で
は
市
民
割
引
が
あ
り
ま
す
。
会

場
は
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
２
階（
東

京
都
千
代
田
区
）で
す
。
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
同
大
学
野
田
統
括
課
地

域
連
携
室
☎
�
７
１
２
２
‐
９
１
３

７
、
企
画
調
整
課
☎
�
７
１
２
３
‐

１
０
６
５
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
事

務
局
☎
�
５
２
２
７
︲
６
２
６
８

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
２
３
５
４

東
京
理
科
大
学
で

包
括
連
携
協
定
講
座

貫太郎翁の肖像画貫太郎翁の肖像画

　

市
で
は
、
日
本
を
終
戦
に
導
い
た

鈴
木
貫
太
郎
翁
を
郷
土
の
偉
人
と
し

て
、
そ
の
功
績
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

全
国
に
広
め
て
い
く
拠
点
と
し
て
記

念
館
の
再
建
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

休
館
中
の
同
館
資
料
を
使
っ
て
、

出
張
展
示（
２
つ
の
企
画
展「
野
田
市

と
い
え
ば
鈴
木
貫
太
郎
」と「
絵
画
修

復
の
世
界
」で
構
成
）を
開
催
し
ま
す
。

「
野
田
市
と
い
え
ば
鈴
木
貫
太
郎
」展

　
教
科
書
で
学
ぶ
よ
う
な
日
本
の
歴
史

に
鈴
木
貫
太
郎
翁
が
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
や
野
田
と
の
つ
な
が
り
の
ほ
か
市
内

外
に
あ
る
貫
太
郎
翁
の
ゆ
か
り
の
地
を

資
料
と
解
説
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

「
絵
画
修
復
の
世
界
」展

　

昨
年
も
開
催
し
た
企
画
展「
絵
画

修
復
の
世
界
」は
台
風
で
開
催
期
間
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市
で
は
、
生
活
環
境
を
快
適
な
も

の
に
し
な
が
ら
、
河
川
や
地
下
水
な

ど
の
水
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
公

共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
11
・
92
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
下

水
道
処
理
区
域
が
４
月
に
加
わ
り
、

市
全
体
で
千
878
・
07
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

公
共
下
水
道
に
よ
る
汚
水
処
理
区
域

に
な
り
ま
し
た
。
令
和
６
年
４
月
１

日
現
在
の
下
水
道
普
及
率
は
、
84
・

09
パ
ー
セ
ン
ト（
下
水
道
全
体
計
画

区
域
の
計
画
人
口
を
基
に
計
算
）で
、

行
政
区
域
内
人
口
を
基
に
す
る
と

72
・
29
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

◆
環
境
保
全
や
水
質
改
善
に

　

公
共
下
水
道
接
続
後
は
、
浄
化
槽

な
し
で
水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
で
き
、
く

み
取
り
ト
イ
レ
の
不
快
な
臭
い
や
害

虫
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
の
側
溝
や
水
路
に
汚

水
を
流
さ
な
い
た
め
、
水
源
で
あ
る

河
川
や
地
下
水
の
水
質
改
善
に
も
、

つ
な
が
り
ま
す
。

◆
公
共
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

　
公
共
下
水
道
処
理
区
域
内
の
建
物

は
、
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以
内
に

水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、
公
共
下
水

道
へ
接
続
す
る
こ
と
が
下
水
道
法
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
未

接
続
の
方
は
、
期
限
内
の
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
処
理
し
て
い
る
方
も
、
お
お

む
ね
1
年
を
目
安
に
公
共
下
水
道
に

接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　
市
で
は
、
安
心
し
て
接
続
工
事
で

き
る
よ
う
、「
野
田
市
下
水
道
排
水

設
備
工
事
店
」を
定
め
て
い
ま
す
の

で
、
接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
排
水
設
備
工
事
に
は
市
の
助
成
も

　

排
水
設
備
工
事（
公
共
下
水
道
へ

の
接
続
）の
費
用
は
、
建
物
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
方
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
市
で
は
、
工
事
資

金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
と
利
子
の
補
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。
制
度
の
利
用
に

は
市
と
金
融
機
関
の
審
査
が
必
要
で

す
の
で
、
排
水
設
備
工
事
の
契
約
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
井
戸
水
使
用
世
帯
の
方
へ

　
井
戸
水
を
使
用
し
、
下
水
道
を
利

用
し
て
い
る
世
帯
の
場
合
、
下
水
道

使
用
料
は
、
井
戸
水
を
使
用
す
る
人

数
で
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

井
戸
水
の
使
用
人
数
の
変
更
や
、

使
用
開
始
・
停
止
、
転
入
・
転
出
・

転
居
な
ど
の
と
き
は
、
水
道
部
お

客
様
セ
ン
タ
ー
☎
�
７
１
２
２
‐

５
９
５
９
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
公
共
下
水
道
区
域
外
の
方
は

　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
工

事
や
保
守
点
検
・
清
掃
が
適
正
に
行

わ
れ
、
正
常
な
機
能
を
発
揮
し
て
い

る
か
の
検
査
は
浄
化
槽
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
し
、
維
持
管
理
を
適
正
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
居
住
用
の
住
宅
に
単
独
処

理
浄
化
槽
や
、
く
み
取
り
便
所
を
新

築
、
増
改
築
以
外
で
合
併
処
理
浄
化

槽
に
付
け
替
え
る
場
合
、
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
下
水
道

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】下
水
道
課
☎
�
７
１
２
３

‐
１
１
０
５

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
０
６
２
６

公
共
下
水
道
へ
の

接
続
工
事
は
お
早
め
に

訓
練
で
洪
水
な
ど
へ
の
備
え
を
万
全
に

農
家
向
け
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
注
文
を
再
開

　

台
風
に
よ
る
洪
水
や
浸
水
な
ど

万
一
の
災
害
へ
の
備
え
や
、
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
河
川
の
増
水
を
想

定
し
た
水
防
演
習
を
ス
ポ
ー
ツ
公
園

（
木
野
崎
）
で
実
施
し
ま
す
。

　

農
家
向
け
堆
肥
販
売
を
新
ル
ー
ル

で
再
開
し
ま
し
た
。
次
回
の
受
付
は
７

月
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民

【
日
時
】
５
月
12
日
日
９
時
～
11
時

（
当
日
は
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
）

【
問
合
せ
】
管
理
課
☎
�
７
１
９
９

‐
２
０
６
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
４
１
１
７
４

向
け
の
無
料
配
布
再
開
は
未
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
農
政
課
☎
�
７
１
２
３
‐

１
０
８
６

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
１
０
９
７

国
や
特
殊
法
人
へ
の
意
見
や
要
望
は

　
国
や
特
殊
法
人
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
Ｊ
Ｒ

な
ど
）へ
の
皆
さ
ん
の
不
満
や
意
見
、

要
望
な
ど
を
毎
月
定
期
的
に
無
料
で

行
う
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
行
政
相
談
委
員
で
す
。

【
相
談
日
程
】
市
報
１
日
号
最
終
面

「
相
談
日
案
内
」
に
掲
載

【
行
政
相
談
委
員
】
鈴
木
万
里
子
、

森
克
巳
、
藤
井
敬
子

【
問
合
せ
】
総
務
省
千
葉
行
政
監
視

行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
行
政
苦
情
110
番

☎
０
５
７
０(

090)

110
、
市
役
所
の

行
政
相
談
の
日
程
は
市
民
相
談
・
庶

務
係
☎
�
７
１
２
３
‐
１
０
６
８

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
０
２
２
６

公
民
館
講
座
の
市
民
提
案
企
画
を
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
か
ら
運
営

ま
で
、
中
央
公
民
館
と
協
働
で
実
施

す
る
講
座（
２
事
業
）を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
で
活
動
す
る
団
体
や

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
個
人

【
実
施
費
用
】
１
事
業
10
万
円
ま
で

【
応
募
】
各
公
民
館
・
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
生
涯
学
習
課
で
配
布
の
提

案
書
を
５
月
31
日
金
ま
で
に
各
窓
口

へ
直
接
持
参
。
応
募
書
類
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館
☎
�
７
１

２
４
‐
１
５
５
８

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
４
１
０
６
９

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」



　市報のだ 令和６年5月１日号

❻

江
戸
時
代
初
期
の
涅
槃
図

今
年
も
清
泰
寺
で
公
開

4
月
7
日
、東
金
野
井

の
清
泰
寺
で
は
、刺し
し
ゅ
う繍
釈し
ゃ

迦か

涅ね
は
ん槃
図ず

が
今
年
も
公
開

さ
れ
た
。

釈
迦
涅
槃
図
は
、仏
教

を
開
祖
し
た
釈
迦
が
亡
く

な
る
と
き
の
様
子
を
描
い

た
も
の
で
、絹
地
に
中
国

製
の
金
糸
な
ど
も
使
い
な

が
ら
刺
繍
さ
れ
た
華
や
か

さ
が
特
徴
。

当
日
は
、美
術
や
歴
史

の
愛
好
者
、無
病
息
災
を

願
う
参
拝
者
ら
で
、に
ぎ

わ
っ
た
。

野
田
の
良
さ
を
ダ
ン
ス
で
紹
介
す
る

Ｐ
Ｒ
動
画
を
ス
マ
ホ
だ
け
で
制
作

文
岡
小
春
さ
ん
、
文
岡
千
春
さ
ん
、
瀬
能
日
奈
多
さ
ん

　
P
R
動
画
制
作
の
き
っ
か
け
は
、

千
春
さ
ん
の
学
校
で
の
課
題
で
し
た
。

　
「
自
分
が
住
む
野
田
市
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
」を
考
え
抜
い
た
結
果
、野

田
市
の
自
慢
で
き
る
場
所
を
自
分
が

好
き
な
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
紹
介
し
た
い

と
決
め
、友
人
の
瀬
能
さ
ん
や
姉
の
小

春
さ
ん
に
協
力
を
求
め
、３
人
で
相
談

し
な
が
ら
、ナ
オ
ト
・イ
ン
テ
ィ
ラ
イ
ミ

さ
ん
の
野
田
市
応
援
ソ
ン
グ
に
合
わ

せ
た
振
り
付
け
を
考
え
た
そ
う
で
す
。

　

苦
労
し
た
の
は
、撮
影
場
所
の
選

定
で
、野
田
の
魅
力
や
歴
史
を
勉
強
し
、

市
内
を
歩
い
て
回
っ
た
り
、市
役
所
に

相
談
し
た
り
、作
品
づ
く
り
の
過
程

で
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト

や
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
に
加

え
、歴
史
的
建
造
物
な
ど
も
知
る
こ
と

が
で
き
た
そ
う
で
す
。「
７
か
月
間
の

制
作
期
間
で
、ダ
ン
ス
は
自
分
を
表
現

す
る
だ
け
で
な
く
相
手
に
届
け
る
も

の
」と
実
感
で
き
た
そ
う
で
、３
人
と

も「
今
回
の
体
験
を
基
に
エ
ン
タ
メ
や

テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
で
活
躍
で
き
る

仕
事
が
し
た
い
」と
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑

顔
で
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら
瀬
能
日
奈
多
さ
ん（
高
２
）、文

岡
千
春
さ
ん（
高
1
）、文
岡
小
春
さ
ん（
大
1
）

活躍紹介

涅槃図は千葉県指定の有形文化財

拡大鏡でじっくり鑑賞拡大鏡でじっくり鑑賞

数
々
の
従
軍
記
を
残
し
た
著
者
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
駐
留
中
に
蒐

し
ゅ
う
し
ゅ
う

集
し
た
民

話
集
。島
々
土
着
の
伝
承
に
西
洋
由
来

の
要
素
が
入
り
交
じ
り
、不
思
議
と
引

き
込
ま
れ
ま
す
。木
版
画
家
、川
上
澄

生
に
よ
る
挿
絵
も
魅
力
で
す
。

「
赤あ
か

ず
き
ん
」
や
、「
小こ

び
と
と
く

つ
屋や

」
と
い
っ
た
、
世せ

か
い
じ
ゅ
う

界
中
の
楽た

の
し

い
昔
む
か
し
ば
な
し
話
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
み
じ

か
い
お
話は

な
しば
か
り
な
の
で
、
夜よ
る
ね
る

ま
え
に
、
お
う
ち
の
人ひ
と
に
読よ

ん
で
も

ら
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

「比島民
みんたん

譚集」

大塚勇三・再話・訳
PEIACO・絵
福音館書店

New Books

北 図 書 館☎� 7129-8811 せきやど図書館☎� 7198-4946
興風図書館☎� 7123-7611　南 図 書 館☎� 7125-7981

北図書館の推せん図書

火野葦平 ･著
国書刊行会

「ねえねえ、きょうのおはなしは・・・・・・」

待
ち
わ
び
た
清
水
公
園
の
桜

昨
年
よ
り
も
12
日
遅
い
開
花

4
月
7
日
ま
で
、
清
水

公
園
で
さ
く
ら
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に
移
行

し
て
か
ら
初
め
て
の
花
見

シ
ー
ズ
ン
に
な
り
、
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
も
毎
日
22
時
ま

で
実
施
さ
れ
、に
ぎ
わ
っ
た
。

園
内
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を

中
心
に
約
50
種
類
の
桜
が

咲
き
誇
る
中
、
来
場
し
た

家
族
連
れ
や
友
人
グ
ル
ー

プ
ら
が
、
談
笑
し
な
が
ら

花
見
を
楽
し
ん
で
い
た
。

まつり期間中に約27万人の来場者が花見を満喫

ＰＲ動画「あそぼう野田市」
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わが家の自慢料理

手軽で簡単！こうじみそ

船山祝子さん（日の出町）

①花こうじとしょうゆを合わせて一晩漬けておく
②ピーマンとナスと青唐辛子をみじん切りにする
③鍋に❶❷とざらめ糖を入れてとろ火で練る④汁
がほとんどなくなるまで混ぜ合わせたら、出来上
がり
※きゅうりやダイコンはもちろん、おにぎりの中に入
れてもおいしいです。青唐辛子の量はお好みで調整し
てください。ピリッと辛くて子どもたちにも人気です。
冷凍保存すると長く食べられます。キャンプなどでも
重宝される万能調味料です。
《材料》花こうじ 200 グラム、しょうゆ 500 グラム、ピーマ
ン 100 グラム、ナス 100 グラム、青唐辛子 50グラム（量は
お好みで増減しても可）、ざらめ糖 150グラム

　
こ
の
機
会
に
、
こ
ど
も
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
や
他
人
へ
の
思
い
や
り

を
家
族
や
友
人
な
ど
と
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

みんなで支えるバリアフリー（74）

　こどもと話したい人権のお話

　

５
月
５
日
は
こ
ど
も
の
日
で
す
。

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
で
「
こ

ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、
こ
ど
も
の

幸
福
を
は
か
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
」が
平
仮
名
表
記
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
漢
字
が
ま
だ
読
め
な

い
こ
ど
も
に
も
読
め
る
よ
う
に
配
慮

し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
る
こ
と

は
、
こ
ど
も
自
身
の
話
を
よ
く
聞
き
、

考
え
を
尊
重
す
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
お
と
な
、
こ
ど

も
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
を
大
切
に

思
う
気
持
ち
と
他
の
人
が
同
じ
だ
と

感
じ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

みんなで人権を話し合うきっかけにみんなで人権を話し合うきっかけに

鈴
木
貫
太
郎
翁
の

お
父
さ
ま
と
お
母
さ
ま

鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
に

は
、
油
彩
画
が
収
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
最
も
古
い

作
品
は
、
鈴
木
貫
太
郎

翁
の
両
親
で
あ
る
由
哲
と
、

き
よ
を
描
い
た
明
治
30
年

代
の
作
品
で
す
。

油
彩
画
を
描
い
た
の
は
、

宇
和
川
通み
ち
さ
と喩と

い
う
画
家

で
、宇
和
川
画
伯
は
、肖
像

画
を
得
意
と
し
、明
治
後
期

の
大
阪
画
壇
で
活
躍
し
た

人
物
で
す
。由
哲
の
肖
像
画

に
は
、
署
名
と
と
も
に「O

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」と
制
作
場
所
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。

肖
像
画
制
作
時
は
由
哲
、

き
よ
共
に
70
歳
代
で
し
た

が
、
誰
が
な
ぜ
こ
の
時
期

に
宇
和
川
画
伯
に
制
作

依
頼
し
た
か
の
由
来
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
判
明
し

て
い
る
こ
と
は
、由
哲
の
三

男(

貫
太
郎
翁
の
弟)

の
鈴

木
三
郎
さ
ん
の
ご
自
宅
に

肖
像
画
が
保
管
さ
れ
て
い

た
こ
と
と
、
三
郎
さ
ん
が

宇
和
川
画
伯
と
学
友
だ
っ

た
と
記
さ
れ
た
記
録
が
残

さ
れ
て
い
る
の
み
で
す
。

令和４年度に修復して作画当時の色彩に

鈴木貫太郎翁を知る（31）

市長と県立関宿城博物館館長が馬上に

毎
年
恒
例
の
、
野
田
市

関
宿
城
さ
く
ら
ま
つ
り
の

イ
ベ
ン
ト
が
同
ま
つ
り
実

行
委
員
会
主
催
で
４
月
14

日
、
県
立
関
宿
城
博
物
館

周
辺
で
開
催
さ
れ
た
。

手
作
り
の
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

を
着
用

し
た
子
ど
も
た
ち
や
市
民

約
60
人
が
会
場
内
を
練
り

歩
く
「
武
者
行
列
」
や
、

市
内
24
事
業
所
が
飲
食
店

な
ど
を
出
店
し
た
「
城
下

市
場
」
も
開
催
さ
れ
、
当

日
は
約
２
万
人
の
人
た
ち

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

江
戸
時
代
の
雰
囲
気
で

武
者
行
列
が
勇
壮
に
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◆
関
宿
パ
ー
ク
Ｍモ

ッ
プ
ス

Ｏ
Ｐ
Ｓ（
関
宿
総
合

公
園
）体
育
館
で
教
室
な
ど　
①
ベ
ー

シ
ッ
ク
ヨ
ガ
教
室
…
5
月
9
日
～
30

日
の
木
10
時
～
11
時
。
全
４
回
。
18

歳
以
上
の
女
性
。
２
千
500
円
。
②
柏

ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ク
ス
チ
ア
ダ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
…
5
月
14
日
～
28
日
の
火

16
時
～
17
時
。
全
3
回
。
未
就
学
児

～
小
学
1
年
生
。
7
千
700
円
。
③
ピ

ラ
テ
ィ
ス
無
料
体
験
教
室
…
5
月
19

日
～
6
月
23
日（
６
月
16
日
除
く
）の

日
10
時
～
10
時
50
分
。
全
５
回
。
16

歳
以
上
。
い
ず
れ
も
館
内
シ
ュ
ー
ズ

（
あ
れ
ば
①
③
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
も
）持

参
。
申
込
み
は
事
前
に
電
話
か
直
接

同
館
☎
�
７
１
９
８
︲
８
５
０
０
へ

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
欅
の
ホ
ー

ル
内
）で
講
座
な
ど　

①
初
級
パ
ソ

コ
ン
講
座「
エ
ク
セ
ル
で
表
と
グ
ラ
フ

の
作
成
」
…
5
月
24
日
～
6
月
4
日

の
火
金
10
時
～
正
午
。
集
計
表
や
グ

ラ
フ
作
成
を
学
ぶ
。
全
４
回
。
市
内

在
住
・在
勤
・在
学
の
20
歳
以
上
。
500

円
。
②
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
…
6
月
1
日

～
15
日
の
土
13
時
30
分
～
15
時
。
全

３
回
。500
円
。い
ず
れ
も
20
人（
抽
選
）。

申
込
み
は
①
は
5
月
14
日
火
ま
で
、

②
は
5
月
26
日
日
ま
で
に
電
話
か
直

接（
①
は
は
が
き（
講
座
名
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
）も
可
）〒
278
︲
０

０
３
５
中
野
台
168
︲
１
同
セ
ン
タ
ー

☎
�
７
１
２
３
︲
７
８
１
８
へ

◆
弓
道
教
室

6
月
1
日
～
7
月
7

日（
6
月
9
日
、
23
日
除
く
）の
土
日

9
時
～
正
午
春
風
館
道
場
で
。
全
10

回
。
中
学
生
以
上（
7
回
以
上
参
加

の
見
込
み
が
あ
る
方
・
18
歳
未
満

は
保
護
者
の
同
意
書
を
提
出
）。
先

着
15
人
。
運
動
で
き
る
服
装（
上
着

は
ポ
ケ
ッ
ト
・
ボ
タ
ン
が
な
い
も

の
）・
白
足
袋
・
筆
記
用
具
・
飲
み

物
・
タ
オ
ル
持
参
。
申
込
み
は
5
月

６
日
月
～
12
日
日（
13
時
～
17
時
）に

電
話
か
直
接
同
館
☎
�
７
１
２
５
︲

◎
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
原
則
無
料
。
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員

募
集
）の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
発
行
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
Ｐ
Ｒ
推
進
室
へ
。

催
し
の
変
更
や
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
各
主
催
者
に
確
認
を

  

講
座
・
教
室

１
２
１
２
へ

◆
図
面
作
成
Ｃ
Ａ
Ｄ
体
験
説
明
会

６
月
１
日
土
10
時
～
正
午
野
田
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
。図
面
の
書

き
方
を
説
明
し
、Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
を

使
っ
て
設
計
体
験
。先
着
15
人
。申
込

み
は
５
月
７
日
火
９
時
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
☎
�
７
１
２
１
︲
１
１
８
４
へ

◆
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
ジ
ュ
ア
リ
ー
ナ

（
総
合
公
園
体
育
館
）で
各
種
教
室　

①
姿
勢
改
善
ヨ
ガ
教
室（
春
）…
6
月

8
日
～
７
月
13
日
の
土
10
時
20
分
～

11
時
40
分
。全
6
回
。高
校
生
以
上
。

先
着
35
人
。
２
千
円
。
②
バ
ラ
ン
ス

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室（
春
）…

野田の魅力を発見!!シリーズ�
芽吹大橋の歴史 〜人々の願いが現実に～

名称は公募の結果「芽吹大橋」に名称は公募の結果「芽吹大橋」に

橋に掲げられる銘板は岸道三の橋に掲げられる銘板は岸道三の揮揮
きごうきごう

毫毫

　河川に囲まれた野田市は、江戸時代、水運に恵まれ栄えましたが、明
治時代以降、次第に河川による道路分断が陸上交通の妨げになりました。
　野田周辺の利根川に架かる道路橋は、古河・栗橋間の「利根川橋」（大
正13（1924）年完成）、取手・我孫子間の「大利根橋」（昭和５（1930）年
完成）、関宿・境間の「境の船橋」（昭和７年完成）の3本のみでした。「船
橋」は川面に並べた船の上に板を渡した構造のため、物資の大量輸送は「利根川橋」か「大利根橋」へ大
きく迂回しないと利根川を渡れませんでした。
　このような交通条件を克服するため利根川への架橋運動が野田町で盛り上がり、昭和2年に利根
架橋委員会が発足しました。しかし、渡し船で生活している船頭たちの反対や橋の位置を巡る対立
から実現しませんでした。続いて昭和6年に対岸の岩井町（後の岩井市、現・茨城県坂東市）で架橋運
動が起こりましたが、満州事変など軍備優先の世情で自然消滅し、3回目の架橋運動は、昭和18年
の軍事橋

きょうりょう
梁計画でしたが終戦により、またもや中止になりました。

　4回目の架橋運動は昭和23年で、関係する町や村の賛同を得た「利根架橋期成同盟会」設立後、結成
大会を開くまでに至り、さらに利根架橋をスローガンに掲げて立候補した戸邉織太郎が初代野田市
長に当選すると、岩井町長と共に期成同盟会の活動を進め、半年間で国や千葉・茨城の両県へ100
回近く出向くなど、国会議員、県会議員を巻き込んだ結果、茨城県が有料橋梁として工事を昭和30
年に実施できることになりました。その後、昭和31年設立の日本道路公団が工事を引き継ぎ、昭和
33年12月23日に芽吹大橋は開通しました。
　開通式に式辞を行った岸道三（日本道路公団初代総裁）は、鈴木貫太郎内閣で総合計画局参与を務
め、終戦工作に務めていた人物で、野田との縁を感じます。

　さらにもう一つ不思議な縁ですが、開通の同日、東京では「東京
タワー」の完工式も行われていたそうです。
【問合せ】ＰＲ推進室☎�7199–2090【参考文献】坂東市立猿島資料館『芽吹大橋
物語』2015年、（社）関東建設弘済会『関東の道』1991年、岩井町教育委員会『岩井
町郷土史』1962年、芽吹大橋記念刊行会『芽吹大橋の歴史』1961年、佐藤真『野田
郷土史』1980年、戸邉織太郎翁追憶録刊行会『岩吉どん九十一年の生涯』1977年



　　市報のだ 令和６年5月1日号

❾

市
税
な
ど
の
納
期（
５
月
）

納
期
限
は
５
月
31
日
金
で
す
。

◆
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）（
全
期
）

５
月
15
日
水
ま
で
に
納
税
通
知
書
が

届
か
な
い
と
き
は
、
課
税
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
お
持
ち

に
な
り
、
納
付
書
裏
面
の
金
融
機
関
な

ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
収
税
課
・
課
税
課

  

イ
ベ
ン
ト

6
月
12
日
～
7
月
10
日
の
水
10
時
～

11
時
20
分
。
全
５
回
。
30
歳
以
上
。

先
着
25
人
。
千
500
円
。
申
込
み
は
直

接
同
ア
リ
ー
ナ
窓
口
☎
�
７
１
２
５

︲
１
１
５
５
へ

◆
５
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放

保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
親
子
で

保
育
体
験
。育
児
相
談
も
。10
時
～
11

時
。当
日
会
場
受
付
。問
各
保
育
所

◆
５
月
の
幼
稚
園
の
園
庭
開
放

当

日
会
場
受
付
。
問
各
幼
稚
園

野
田

関
宿

中
部

幼
稚

園
名

14
日
火
９
時
30
分
～
11
時

☎
�
７
１
２
２
・
２
４
５
０

７
日
火
10
時
～
11
時

☎
�
７
１
９
６・
２
３
２
４

開
放
日
時
・
電
話
番
号

◆
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど

①
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お

と
ま
り
会
…
5
月
11
日
土
14
時
30
分

～
15
時
10
分
の
お
は
な
し
会
に
参
加

可
能
な
3
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
児

童
。
先
着
20
人
。
ぬ
い
ぐ
る
み
１
つ

持
参
。
当
日
会
場
へ
。
お
迎
え
は

5
月
18
日
土
以
降
。
②
Ｙヤ
ン
グ

Ａ
ア
ダ
ル
ト

図
書

館
サ
ポ
ー
タ
ー
第
1
回「
お
す
す
め

の
本
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」
…
5

月
19
日
日
10
時
～
正
午
。
各
自
お
す

す
め
本
の
Ｐ
ｏ
Ｐ
を
作
成
。
小
学
校

高
学
年
～
高
校
生
。
筆
記
用
具
。
先

着
10
人
。
申
込
み
は
②
は
5
月
6
日

月
か
ら
電
話
か
直
接
北
図
書
館
☎
�

７
１
２
９
‐
８
８
１
１
へ

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
イ
ベ
ン

ト
な
ど　

①
パ
ネ
ル
展「
利
根
川
の

風
景
Ⅰ
」
…
５
月
28
日
火
～
７
月
７

日
日
9
時
～
16
時
30
分
。
利
根
川

上
流
か
ら
関
宿
周
辺
ま
で
を
パ
ネ

ル
で
紹
介
。
200
円（
高
校
・
大
学
生

100
円
）。
②
体
験
教
室「
関
宿
城
下

を
歩
こ
う（
河
川
コ
ー
ス
）」
…
６
月

1
日
土
10
時
～
12
時
30
分
。
同
館

学
芸
員
が
関
宿
周
辺
の
史
跡
を
案

内
し
解
説
。
30
人
。
50
円
。
③
歴
史

講
座「
古
文
書
を
読
む（
入
門
編
）」

…
６
月
2
日
日
、
７
月
７
日
日
、
８

月
４
日
日
各
回
10
時
～
正
午
。
く
ず

し
字
を
初
歩
か
ら
学
習
。
全
３
回
。

先
着
30
人
。
200
円
。
④
学
芸
員
に

よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク「
利
根

川
の
風
景
Ⅰ
」
…
６
月
９
日
日
。
11

時
～
正
午
、
13
時
30
分
～
14
時
30

分
。
申
込
み
は
②
③
は
各
開
催
日

の
１
か
月
前
の
９
時
か
ら
同
館
☎

�
７
１
９
６
︲
１
４
０
０
へ

◆
わ
く
わ
く
さ
ん
の
親
子
工
作
教

室
・
お
さ
か
な
の
お
に
い
さ
ん
と
学

ぼ
う　
７
月
21
日
日
14
時
～
16
時
野

田
ガ
ス
ホ
ー
ル（
文
化
会
館
）で
。
前

売
千
円（
当
日
千
500
円
）、
高
校
生
以

下
500
円
。
チ
ケ
ッ
ト
は
同
ホ
ー
ル

と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
欅
の
ホ
ー

ル
内
）、
ブ
ッ
ク
ス
エ
ン
ド
ウ
川
間

店
な
ど
で
販
売
。
問
同
ホ
ー
ル
☎
�

７
１
２
４
︲
１
５
５
５

◆
ひ
と
り
親
家
庭
を
Ｊ
リ
ー
グ
柏
レ

イ
ソ
ル
戦
の
サ
ッ
カ
ー
観
戦
に
招
待

５
月
19
日
日
16
時
か
ら
三
協
フ
ロ
ン
テ

ア
柏
ス
タ
ジ
ア
ム（
柏
市
）で
。北
海
道
コ

ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
戦
。ひ
と
り
親
家
庭

の
親
子
ペ
ア（
子
は
18
歳
未
満
）。６
組

12
人（
抽
選
）。申
込
み
は
５
月
10
日
金 

（
必
着
）ま
で
に
往
復
は
が
き（
住
所
・保

護
者
氏
名
・電
話
番
号
・返
信
用
の
宛

先
を
明
記
）で
〒
278
︲
８
５
５
０
野
田
市

役
所
児
童
家
庭
課「
Ｊ
リ
ー
グ
・チ
ケ
ッ

ト
希
望
」担
当
☎
�
７
１
９
９︲
３
２
７

３
へ

◆
演
劇
公
演「
ウ
ラ
シ
マ
コ
タ
ロ
ウ
」

出
演
団
体　
９
月
16
日
月
野
田
ガ
ス

ホ
ー
ル（
文
化
会
館
）で
。
物
語
の
構

成
に
合
わ
せ
て
シ
ョ
ー
の
内
容
を
考

え
発
表
。市
内
で
活
動
す
る
４
団
体
。

申
込
み
は
５
月
31
日
金
17
時
ま
で
に

同
館
☎
�
７
１
２
４
︲
１
５
５
５
へ

◆
令
和
６
年
度
千
葉
県
調
理
師
試
験

実
施　

10
月
26
日
土
13
時
30
分
～
15

時
30
分
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
千

葉（
千
葉
市
）で
。
願
書
は
野
田
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー（
野
田
保
健
所
）な
ど
で
配

布
。
申
込
み
は
５
月
20
日
月
～
24
日

金
に
簡
易
書
留
で
〒
278
︲
０
０
０
６
野

田
市
柳
沢
24
野
田
保
健
所
地
域
保
健

福
祉
課
☎
�
７
１
２
４
︲
８
１
５
５
へ

◆
消
費
者
問
題
無
料
相
談
会

５
月

尾
崎

乳
児

福
田

保
育
所
名

21
日
火

７
日
火

28
日
火

14
日
火

７
日
火

29
日
水

22
日
水

15
日
水

８
日
水
１
日
水

開
放
日

☎
�
７
１
２
９・２
０
０
９

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
４

☎
�
７
１
３
８・０
５
７
７

電
話
番
号

  

募
集
・相
談
・そ
の
他

22
日
水
10
時
～
16
時
市
役
所
２
階
中

会
議
室
で
。1
人
45
分
。先
着
12
人
。申

込
み
は
５
月
７
日
火
か
ら
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
☎
�
７
１
２
３‐１
０
８
４
へ
。問

市
民
生
活
課
☎
�
７
１
２
３‐１
０
８
３

◆
赤
十
字
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

災
害
時
の
救
護
活
動
な
ど
人
道
的

活
動
の
支
援
に
。
問
日
本
赤
十
字
社

千
葉
県
支
部
☎
043（
241
）７
５
３
１

◆
野
田
都
市
計
画
中
里
地
区
地
区
計

画
の
原
案
の
縦
覧　
縦
覧
は
５
月
15

日
水
～
29
日
水（
土
日
除
く
）都
市
計

画
課
で
。
意
見
書
提
出
は
５
月
15
日

水
～
６
月
５
日
水
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
意
見
を
記
載
し
〒
278
︲

８
５
５
０
野
田
市
役
所
都
市
計
画
課

（
☎
�
７
１
２
３
‐
１
１
９
３
）へ
郵

送
か
直
接
窓
口
へ
。
意
見
書
提
出
は

区
域
内
の
土
地
所
有
者
か
地
上
権
な

ど
を
有
す
る
利
害
関
係
者
の
み

◆
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
連
動
し
た
情
報
伝
達

訓
練　

5
月
22
日
水
11
時
に
実
施
。詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
。災
害
な

ど
で
中
止
の
場
合
あ
り
。問
防
災

安
全
課
☎
�
７
１
３
６︲１
７
７
９

◆
物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金　
住

民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対
し

１
世
帯
あ
た
り
７
万
円
が
支
給
。申

請
は
５
月
31
日
金
ま
で
に
郵
送
か
直

接
窓
口（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
終
了
）

へ
。問
生
活
支
援
課
☎
�
７

１
９
９
‐
４
７
７
０

花
輪
南
部
清
水

中
根

北
部

木
間

ケ
瀬

保
育
所
名

21
日
火

15
日
水

14
日
火

30
日
木

23
日
木

16
日
木

9
日
木

９
日
木

22
日
水

８
日
水

開
放
日

☎
�
７
１
２
２・１
７
７
０

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
１

☎
�
７
１
２
２・５
０
５
０

☎
�
７
１
２
２・５
７
４
１

☎
�
７
１
２
５・４
６
９
７

☎
�
７
１
９
８・３
８
２
５

電
話
番
号
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�

◆
シ
ニ
ア
ヨ
ガ
無
料
体
験

５
月
8

日
、
15
日
の
水
14
時
15
分
～
14
時
45

分
ま
で
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
和
室（
欅

の
ホ
ー
ル
内
）で
。
60
歳
以
上
。
各
先

着
15
人
。
あ
れ
ば
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
持
参
。

申
込
み
は
事
前
に
ウ
ィ
レ
ッ
ト
ゆ
き

☎
070
︲
１
０
６
０
︲
０
２
０
５
へ

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
野
田
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
の
健
康
ス
ポ
レ
ク
ひ
ろ

ば
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
楽
習
会「
オ
ー

バ
ル
ボ
ー
ル
な
ど
」　

５
月
12
日
日

10
時
～
正
午
中
央
公
民
館
で
。
卵
型

の
球
を
前
方
の
得
点
ゾ
ー
ン
に
転
が

す
ゲ
ー
ム
。
先
着
15
人
。
500
円
。
申

込
み
は
５
月
５
日
日
～
11
日
土
に
渡

辺
☎
090
︲
７
８
２
２
︲
８
５
１
２
へ

◆
体
育
館
で
で
き
る
硬
式
テ
ニ
ス

（
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
）講
習
会　
5
月
19

日
、
26
日
の
日
13
時
30
分
～
15
時
30

分
み
ず
き
小
体
育
館
で
。先
着
8
人
。

申
込
み
は
5
月
5
日
日
か
ら
鈴
木
☎

090
︲
６
０
１
９
︲
２
０
０
０
へ

◆
合
気
道
体
験
会　

①
５
月
14
日
、

21
日
、
28
日
の
火
19
時
15
分
～
20
時

15
分
一
中
武
道
場
で
。
中
学
生
以
上
。

②
５
月
15
日
、
22
日
、
29
日
の
水
16

時
30
分
～
17
時
30
分
春
風
館
道
場
で
。

中
学
生
以
下（
未
就
学
児
可
）。
③
５

月
18
日
、
25
日
土
9
時
15
分
～
10
時

15
分
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
ジ
ュ
ア
リ
ー
ナ

（
総
合
公
園
体
育
館
）で
。
小
学
生
以

上
。
全
３
回（
③
は
全
2
回
）。
１
回

500
円
。
申
込
み
は
事
前
に
田
中
☎
090

︲
5
９
８
３
‐
０
６
０
８
へ

◆
ハ
ワ
イ
の
リ
ボ
ン
で
編
む
チ
ャ
ー

ム　
５
月
15
日
水
、16
日
木
、22
日
水

10
時
～
11
時
30
分
南
部
梅
郷
公
民
館

で
。ハ
ワ
イ
ア
ン
ク
ラ
フ
ト
。各
先
着

５
人
。１
回
千
300
円
。裁
縫
道
具
持

参
。申
込
み
は
５
月
５
日
日
～
20
日

月
に
岩
田
☎
090
︲
９
９
５
３
︲
４
５

２
５
へ

◆
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主

催
の
講
座　
①
え
ん
が
わ
自
分
で
治

そ
う
頭
痛
・
腰
痛
・
膝
痛
…
5
月
16

日
木
14
時
～
16
時
特
別
養
護
老
人

  

講
座
・
教
室

ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
の
里
で
。
65
歳
以

上
。
50
円
。
上
履
き
持
参
。
②
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
…
５
月
20

日
月
14
時
～
15
時
30
分
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
い
ず

れ
も
先
着
20
人
。
申
込
み
は
５
月
７

日
火
～
14
日
火
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
�

７
１
３
６
︲
２
３
０
１
へ

◆
野
田
地
方
史
懇
話
会「
譜
代
大
名

本
多
氏
歴
代
と
下
総
分
領
の
支
配
」

　

５
月
18
日
土
15
時
～
16
時
30
分

興
風
会
館
で
。
立
野
晃
氏（
元
鎌
ケ

谷
市
郷
土
資
料
館
長
）に
よ
る
講
演
。

先
着
30
人
。
300
円（
資
料
代
）。
申
込

み
は
５
月
７
日
火
～
13
日
月
に
中
山

☎
080
︲
５
５
１
８
︲
６
４
１
９
へ

◆
新
体
操
体
験
講
座

５
月
18
日
土

15
時
～
15
時
55
分
、
5
月
29
日
水
17

時
5
分
～
18
時
5
分
イ
ン
フ
ォ
マ
ー

ジ
ュ
ア
リ
ー
ナ（
総
合
公
園
体
育
館
）

で
。
4
歳
～
小
学
生
の
女
児
。
先
着

20
人
。
1
回
500
円
。
申
込
み
は
江
口

☎
070
︲
３
１
３
２
︲
０
１
２
１
へ

◆
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
講
演
会　

５
月
19
日
日
11
時
15
分
～
13
時
30
分

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
で
。
渡
邉
寛
氏
（
取
手

医
師
会
病
院
副
院
長
）に
よ
る
講
演
。

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着（
予
定
）

者
。
先
着
100
人
。
千
円
。
申
込
み
は

5
月
５
日
日
～
８
日
水
に
日
本
心
臓

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
友
の
会
千
葉
県
支

部
柏
地
区
会
☎
�
７
１
９
１
︲
６
９

  

イ
ベ
ン
ト

◎
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
原
則
無
料
。
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員

募
集
）の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
発
行
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
Ｐ
Ｒ
推
進
室
へ
。

催
し
の
変
更
や
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
各
主
催
者
に
確
認
を

８
３
へ

◆
杉
原
浩
司
氏
講
演
会「
日
本
は『
死

の
商
人
』国
家
に
な
る
の
か
」と
ピ
ー

ス
パ
レ
ー
ド　
5
月
19
日
日
13
時
～

16
時
30
分
中
央
公
民
館
で
。
先
着
70

人
。
500
円
。
当
日
会
場
受
付
。
講
演

会
終
了
後
、
会
場
か
ら
欅
の
ホ
ー
ル

ま
で
平
和
の
行
進
を
実
施
。
問
髙
﨑

☎
�
７
１
３
8
︲
０
１
６
３

◆
古
典
文
学
講
座「
紫
式
部
集
・
源

氏
物
語
・
竹
河
巻
」　

5
月
21
日
火

～
令
和
7
年
3
月
18
日
火
の
毎
月
第

3
火
9
時
～
正
午
野
田
商
工
会
議
所

（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
上
原
作
和
氏

（
前
明
星
大
学
教
授
）に
よ
る
解
説
。

1
回
千
円
。
申
込
み
は
事
前
に
八
角

☎
090
︲
７
４
１
６
‐
７
９
９
３
へ

◆
秋しゅ
う
が
か
い

芽
会
絵
画
展

５
月
７
日
火
～

12
日
日
（
9
日
木
は
休
館
）
9
時
～

16
時
30
分
（
初
日
は
13
時
か
ら
、
最

終
日
は
15
時
ま
で
）
興
風
会
館
地
下

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
油
絵
・
水
彩
画
約

24
点
。
問
杉
崎
☎
�
７
１
２
４
‐
８

０
１
４

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
サ
ー
ク
ル
な
ど

①
お
は
な
し
玉
手
箱
…
５
月
８
日
水
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど
。
②
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

…
５
月
20
日
月
。
③
育
児
相
談
日
…

５
月
28
日
火
。
２
組
。
④
す
く
す
く

ハ
ッ
ピ
ー（
お
し
ゃ
べ
り
会
）…
5
月

30
日
木
。
い
ず
れ
も
10
時
～
11
時
で

０
～
３
歳
の
子
と
保
護
者（
④
は
当

日
受
付
、
妊
娠
中
の
方
も
可
）。
申

込
み
は
事
前
に
ゆ
う
＆
み
い
☎
�
７

１
２
４
︲
１
３
６
７（
９
時
～
11
時
）

へ◆
お
も
ち
ゃ
病
院
野
田　
５
月
11
日

土
10
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
。
部
品
代

は
実
費
負
担
。
当
日
会
場
へ
。
問
本

田
☎
�
７
１
２
９
︲
７
４
９
５

◆
歌
ひ
ろ
ば　
５
月
14
日
火
10
時
～

正
午
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。500
円
。申

込
み
は
事
前
に
大
内
☎
�
７
１
２
１

︲
２
６
１
７
へ

◆「
歌
川
派
の
系
譜
～
広
重
、
国く
に
よ
し芳
、

そ
し
て
巴は
す
い水
へ
」展　

５
月
15
日
水

～
６
月
30
日
日
10
時
～
16
時
茂
木
本

家
美
術
館
で
。
歌
川
派
の
活
躍
と
作

風
の
変
化
を
展
示
。
700
円（
中
学
生

以
下
無
料
）。
要
予
約
。
申
込
み
は

事
前
に
同
館
☎
�
７
１
２
０
︲
１
４

８
９
へ

◆
関
宿
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

イ
ベ
ン
ト　

①
え
ん
が
わ
関
宿（
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
）
…
5
月
15
日
水
10

時
～
正
午
関
宿
ナ
ー
シ
ン
グ
ビ
レ
ッ

ジ（
桐
ケ
作
）で
。
②
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
関
宿（
認
知
症
カ
フ
ェ
）…
5
月

24
日
金
10
時
～
正
午
い
ち
い
の
ホ
ー

ル
内
つ
く
し
ん
ぼ
で
。
も
の
づ
く
り
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�

②

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、

二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
Ｇ
の
順

に
並
べ
て
答
え
を
作
って
く
だ
さ
い
。ヒ
ン

ト
＝
今
号
８
面
に
答
え
が
あ
り
ま
す
（
出

題
＝
Ｐ
Ｒ
推
進
室
・参
考
＝
広
辞
苑
な
ど
）

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①
「
海
の
正
倉
院
」と
い

わ
れ
る
宗
像
市
の
世
界
遺
産
。②
山
頂
と

山
頂
の
間
に
連
続
し
て
い
る
高
い
部
分
。

③
空
間
の
一
部
に
生
じ
た
状
態
の
変

化
が
、次
々
に
周
囲
に
伝
わ
っ
て
い
く

現
象
。④
刺
身
か
ら
一
夜
干
し
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
方
が
楽
し
め
る
魚

介
類
。⑦
ー
島
。観
光
地
は
ワ
イ
キ
キ

ビ
ー
チ
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】①
関
宿
総
合
公
園
の

敷
地
内
に
あ
る
「
夕
日
ケ
池
」に
あ

る
天
然
記
念
物
。⑤
餅
つ
き
に
は
臼

と
ー
が
必
要
。⑥
ア
メ
リ
カ
の
通
貨
。

⑦
野
田
市
の
面
積
と
ほ
ぼ
同
じ
東
京

都
の
自
治
体
。⑧
年
上
の
人
。ジ
ュ
ニ

ア
の
反
対
語
。⑨
雪
月
ー
。四
季
折
々

の
美
し
い
自
然
の
風
景
。

【
応
募
方
法
】５
月
17
日
金
必
着
で
、は
が

き
に
答
え
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
意
見
や
感
想

を
明
記
し
、〒
278‐８
５
５
０
野
田
市
役
所

Ｐ
Ｒ
推
進
室「
の
だっこ
ク
イ
ズ
」係
ま
で
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
５
名
様
に「
図
書

カ
ー
ド
」（う
ち
1
名
は

春
風
亭一之
輔
師
匠
の

色
紙
も
）を
進
呈
い
た
し
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
報
の
だ
」の
ペ
ー
ジ
か
ら
も

応
募
で
き
ま
す
。正
解
と
当
選
者
は
６
月

１
日
号
で
発
表
し
ま
す
。な
お
、当
選
者
の

方
は
氏
名
を
紙
面
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

②

チ

イ

キウ
シ

ョュ
ジ

ュリ

キキ

ウ

ュ
ウ

タセ

イ

イ
キ

ス

◎
前
回
の
正
解
と
当
選
者

　

４
月
１
日
号
の
正
解
は
「
キ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
イ
リ
ョ
ウ
タ
イ
セ
イ
」
で
し

た
。
93
人
の
中
か
ら
抽
選
の
結
果
、

当
選
者
は
太
田
琉
雅
様
（
色
紙
も
）、

片
桐
清
美
様
、
福
岡
昌
樹
様
、
藤
原

和
広
様
、本
田
ひ
と
み
様
（
五
十
音
順
）

で
す
。

を
通
じ
た
交
流
。
100
円（
材
料
費
）。

い
ず
れ
も
先
着
10
人
で
200
円（
飲
み

物
代
）。
申
込
み
は
5
月
6
日
月
～

10
日
金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
７
１
９

６
︲
５
５
８
８
へ

◆
端
午
の
節
句
飾
り

５
月
16
日
木

～
６
月
５
日
水（
月
火
は
休
館
）10
時

15
分
～
11
時
、
11
時
30
分
～
12
時
15

分
、
13
時
～
13
時
45
分
上
花
輪
歴
史

館
で
。
髙
梨
家
伝
来
の
鎧
や
節
句
人

形
な
ど
を
展
示
。
各
回
先
着
10
人
。

千
200
円
。（
住
宅
内
部
の
見
学
含
む
）。

申
込
み
は
事
前
に
電
話
で
同
館
☎
�

７
１
２
２
‐
２
０
７
０
へ

◆「
看
護
の
日
・
看
護
週
間
」東
葛
地

区
部
会
行
事　
５
月
18
日
土
モ
ラ
ー

ニ
ス
コ
ー
ト（
総
合
公
園
庭
球
場
）で
。

雨
天
時
は
６
月
16
日
日
。
男
子
・
女

子
・
男
子
壮
年
・
女
子
壮
年
の
ク
ラ

ス
。
１
組
４
千
円
。
申
込
み
は
５
月

10
日
金
ま
で
に
４
千
円
持
参
で
川
間

グ
リ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
☎
�
７
１

２
９
‐
１
０
５
５
へ

◆
お
や
こ
で
森
の
ご
ち
そ
う
づ
く
り

（
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動
）　
６

月
２
日
日
10
時
～
14
時
30
分
さ
し
ま

少
年
自
然
の
家（
茨
城
県
境
町
）で
。

親
子
で
野
外
活
動
。
軍
手
・
飲
み
物

持
参
。
３
歳
か
ら
小
学
生
以
下
の
子

と
親
。
大
人
・
小
学
生
以
下
各
千

円
。
先
着
30
組
。
申
込
み

は
5
月
５
日
日
か
ら
申
込

み
フ
ォ
ー
ム
か
電
話
で

野
田
子
ど

も
劇
場
☎･

�
７
１
２
４
︲
８
４

１
９（
水
金
10
時
～
15
時
）へ

◆
流
通
経
済
大
学
付
属
柏
高
校
定
期

演
奏
会　
６
月
２
日
日
14
時
30
分
～

16
時
30
分
柏
市
民
文
化
会
館
で
。
問

湯
本
☎
�
７
１
３
１
︲
５
６
１
１

◆
障
害
年
金
専
門
社
労
士
に
よ
る
無

料
相
談
会　
５
月
10
日
金
中
央
公
民

館
、
17
日
金
松
戸
市
民
劇
場
で
。
い

ず
れ
も
13
時
～
16
時
。
各
先
着
８
人
。

年
金
手
帳
や
病
歴
、
初
診
状
況
の
メ

モ
持
参
。
申
込
み
は
５
月
5
日
日
か

ら
各
開
催
日
正
午
ま
で
に
守
山
☎
090

︲
８
５
５
９
︲
５
６
９
７
へ

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
老
い
じ
た
く
あ
ん
し

ん
ね
っ
と「
遺
言
・
相
続
無
料
相
談

会
」　

５
月
21
日
火
９
時
～
正
午
野

田
商
工
会
議
所（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。人
生
設
計
や
遺
言
・相
続
・成
年

後
見
な
ど
。申
込
み
は
５
月
13
日
月

ま
で
に
斉
藤
☎
�
７
１
２
４
︲
４
１

７
０
へ

◆
守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル　
６
月

１
日
土
～
10
日
月
は「
電
波
利
用
環

境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」。技
適

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
な
い
無
線
機
器

の
不
使
用
の
徹
底
を
。問
総
務
省
関

東
通
信
局
☎
�
６
２
３
８
︲
１
９
３

９

日
水
～
28
日
火
９
時
～
17
時（
初
日

は
13
時
か
ら
、最
終
日
は
15
時
ま
で
）

市
役
所
１
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
。
約
40
点
。
問
青
木
☎
080
︲
１
０

０
７
︲
６
９
０
７

◆
野
田
が
ん
哲
学
外
来
＆
メ
デ
ィ
カ

ル
カ
フ
ェ　
5
月
26
日
日
14
時
～
16

時
総
合
福
祉
会
館
で
。
が
ん
の
悩
み

や
付
き
合
い
方
な
ど
を
語
っ
て
分
か

ち
合
う
。
患
者
や
家
族
、
医
療
関
係

者
な
ど
。
先
着
20
人
。
申
込
み
は
5

月
５
日
日
～
25
日
土
に
髙
野
☎
070
‐

２
１
７
９
‐
０
４
５
７
へ

◆
野
田
市
民
テ
ニ
ス
大
会（
ダ
ブ
ル

ス
）　

5
月
26
日
日
～
６
月
９
日
の

日
駒
﨑
興
業
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ム
テ

ジ
ュ
柏
で
。
進
路
相
談
、
看
護
体
験
、

各
種
測
定
な
ど
。
当
日
会
場
へ
。
問

千
葉
県
看
護
協
会
☎
043（
245
）０
０
２
５

◆
春
季
野
田
市
民
囲
碁
大
会　
５
月

19
日
日
中
央
公
民
館
で
。
受
付
は
９

時
20
分
～
９
時
50
分
。
17
時
終
了
予

定
。
同
じ
レ
ベ
ル
の
方
で
グ
ル
ー
プ

を
編
成
し
４
局
対
局
。
千
円（
小
中

学
生
500
円
）。
当
日
会
場
へ
。
問
佐

澤
☎
090
︲
２
１
５
６
︲
１
２
２
２

◆
童
謡
の
会
・
歌
声
の
会　
５
月
19

日
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
市
役
所

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
。
愛
唱
名

歌
集
持
参
。
500
円
。
当
日
会
場
へ
。

問
清
水
☎
�
７
１
２
２
‐
３
９
５
１

◆
Ｂ
＆
Ｇ
ア
ー
ト
絵
画
展　
５
月
22

  

相
談
・
募
集
・
そ
の
他



◆子どもの発達相談　発達に心配のあ
る 18 歳未満の子どもの相談を行いま
す。月～金８時 30分～ 17時 15分
職業相談（商工労政課）
◆無料職業紹介所　市の相談員が求人
情報を提供。市２階＝月～金。い 1階
＝ 21 日火。９時～ 16 時（正午～ 13
時除く）※いではハローワークによる
各種相談も実施
パーソナルサポートセンター（☎�
7125-2212）
◆自立するための生活・家計改善・就
労準備などに関する総合相談　市２階
＝月～金９時～ 17時

◆青少年の悩み事相談　月㊗年末年始
を除く毎日。９時～ 16時 30分
ひばり教育相談（青少年センター内☎
� 7125-8088）
◆教育相談　学校生活の悩みや不登校な
ど。青少年センター内＝月～金９時～16
時※学校休業日を除く
ひまわり相談（野田幼稚園☎�7122-
2450）
◆教育相談　発達・子育てで心配なこ
となど。野田幼稚園＝第２･４木 10時
～ 15時 30分。電話予約（14時～ 17
時 15分）※どなたでも相談できます（幼
稚園休業日を除く）
消費生活センター（☎�7123-1084）
◆消費生活相談　事業者との契約トラ
ブルや問合せ、架空請求・多重債務相
談など
月～金10時～16時（正午～13時除く）
障がい者支援課（市役所内）
◆障がい者の相談　市１階＝月～金８時
30分～17時15分
◆専門相談　市１階＝13時30分～16
時…生活療育（2日）、発達教育（13・20日）、
就労者生活（16日）、生活支援（23日）、
こころの生活（28日）。電話予約
◆当事者・関係者相談　市１階＝10時～
正午…知的障がい者（1日）、視覚障がい
者（7日）、ろうあ者（21日）／13時30
分～15時30分…身体障がい者（1日）、
聴覚障がい者（7日）、精神障がい者（21日）。
電話かFAX（ �7123 ｰ1087）予約

子どもの発達相談室（保健センター内
☎� 7125-1134）

青少年センター（☎� 7125-2639）

あさひ育成園（☎� 7122-7159）
◆外来療育相談　就学前の身体発達の遅
れなど。木 15時～ 17時。電話予約（月
～金 16時～ 17時）
こだま学園（☎� 7122–2916）
◆外来療育相談　就学前の知的発達の遅
れなど。火９時～ 11時。電話予約（月～
金 16時～ 17時）
法人や団体などが開催する相談
◆心配ごと相談　日常生活の悩みなど。総合
福祉会館＝毎週火・第１金 13 時～ 16 時。
事前に電話で申込み。問野田市社会福祉協議
会☎� 7124-3939
◆行政書士無料相談　相続や遺言、成年後見
制度、許認可など。17日金13時～16時。
欅のホール4階第１集会室。電話予約。問千
葉県行政書士会東葛支部・齋藤☎� 7196-
6021
◆登記無料相談　相続登記や土地建物登記な
ど。電話相談のみ。14日火９時 30分～ 15
時 30分。前日までに電話予約（受付は平日
のみ）。問野田地区司法書士会、土地家屋調
査士会・雨笠☎ 080-9396-1313
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月の

市…市役所、い…いちいのホール
市民相談（☎� 7123–1068）
※ 5月の法律・不動産・交通事故・行政・
税務相談は予約制。5月 1日水９時から
電話で予約を受付
◆一般市民相談　相続、離婚などの一般
的な手続きや悩みごとなど。簡単な相談
は電話も可
◆法律相談　弁護士に相談。裁判で訴訟、
調停中は不可。 市 8･14･22･24･26･29
日。い 17日。7日間で 70人
◆不動産相談　土地や建物の取引など。
市 16 日。8人
◆交通事故相談　市 10 日。い 24日。2
日間で 8人。
◆行政相談　国や特殊法人などの仕事へ
の苦情や要望など。市 21 日。4人
◆税務相談 相続税・贈与税など。市 15
日。8人

◆人権相談　人権問題での悩みなど。い16
日。市 27日。２日間で８人。電話予約
◆女性のための相談　市５階＝第 1～ 3
木 10時～ 16時。電話予約（電話相談も
可）。☎� 7123-1342
子ども家庭総合支援課（市役所内）
◆子ども家庭総合支援拠点（家庭児童相
談室）　18 歳までの子とその家庭や妊産
婦の相談。月～金８時 30 分～ 17 時 15
分
◆ＤＶ相談　配偶者などからの家庭内暴
力の相談や緊急時の安全確保など。月～
金８時 30分～ 17時 15分。☎� 7199-
9462
児童家庭課（市役所内）
◆母子父子家庭等相談・女性相談　母子、
父子家庭、寡婦など。月９時～ 19時、火
～金９時～ 17時
◆母子・父子自立支援プログラム策定事業　
母子家庭の母や父子家庭の父、および寡
婦。個別相談（要予約）、就労のための「自
立支援プログラム」作成。月９時～ 19時、
金９時～ 17時

人権・男女共同参画推進課（市役所内）

❺

※休日当番医は変更する場合があります（HP検
索：1009852）。かかりつけ医や休日当番医の診
療時間外や急病の方は救急告示病院（小張総合
病院☎�7124-6666、キッコーマン総合病院☎
�7123-5911、野田病院☎�7127-3200）に問
い合わせてください。夜間休日の軽症者向けオン
ライン診療を受診できます（ＨＰ検索：1041081）

内　　科
曜日・時間 9時～ 16時

３日（金）野田中央病院
☎� 7122-6161

４日（土）門倉病院
☎� 7124-5311

５日（日）ライフワンホームクリニック
☎� 7179-5648

６日（月）大槻医院
☎� 7127-3424

12日（日）関宿中央医院
☎� 7198-5108

19日（日）はたのこどもクリニック
☎� 7123-7121

26日（日）野田南部診療所
☎� 7121-0171

有 料 広 告 広告内容は直接広告主に問い合わせてください

※市報のだに掲載する有料広告を随時募集しています。【問合せ】広告代理店「株式会社サンケイちば企画☎043–202–8600」【HP検索】 1009675

人口と世帯：人口＝ 153,656 人（-114) ／男＝ 77,169 人（-69）、女＝ 76,487 人（－45） ／世帯数 72,456 世帯（+83）（R6.4.1 現在）

相談日案内
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